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図1.27(a)
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…（図1.32（b））では， …（図1.31（b））では，
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150 図2.47　タイトル
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『化学系学生にわかりやすい電気化学』　正誤表
このたびはお買い上げ誠にありがとうございます。本書には、下記のような誤記がありました。お詫びして訂正いたします。
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⋯ ,カルシウム K , ⋯ ⋯ ,カルシウム Ca , ⋯

⋯物質で,指示電解質とは電流を⋯ ⋯物質で,支持電解質とは電流を⋯

Ag + 2e → Ag Ag + e → Ag

⋯電流を𝐼,比抵抗を𝜌とすれば,オームの法則は𝑉 = 𝜌𝐼で表される。 ⋯電流を𝐼,抵抗を𝑅とすれば,オームの法則は𝑉 = 𝑅𝐼で表される。

∆𝐻 = −𝑛𝐹𝐸 + 𝑛𝐹𝑇
𝜕𝐸

𝜕𝑇
∆𝐻 = −𝑛𝐹𝐸 + 𝑛𝐹𝑇

𝜕𝐸

𝜕𝑇

← Hg + Hg So ← Hg + Hg SO

⋯で示した − ∆𝐺 = 𝑛𝐹𝐸に代入し, ⋯ ⋯で示した − ∆𝐺 = 𝑧𝐹𝐸に代入し, ⋯

式 1.25 より 式 1.24 より

𝐸 = 0.2412 − 6.61 × 10 − 4 𝑡 − 25 − 1.75 × 10 𝑡 − 25 ⋯ 𝐸 = 0.2412 − 6.61 × 10 𝑡 − 25 − 1.75 × 10 𝑡 − 25 ⋯

⋯カソード材料について以下に述べる。 ⋯カソード材料について以下に述べる ~ )。

⋯生産性の向上が期待されている , )。 ⋯生産性の向上が期待されている , )。

表2.4  表面処理による機能化 表2.4  表面処理による機能化 , )

⋯魅力あるものとなっている。 ⋯魅力あるものとなっている )。

図2.45  セル内の相状態 ) 図2.45  セル内の相状態 )

図2.46  適条件で合成したPEDOTナノ粒子 ) 図2.46  適条件で合成したPEDOTナノ粒子 )

図2.47  添加剤と収率の関係 ) 図2.47  添加剤と収率の関係 )

図2.48  scCO2環境でのPEDOTナノ粒子の合成と 

  そのインクジェット印刷による薄膜形成 )

図2.48  scCO2環境でのPEDOTナノ粒子の合成と 

  そのインクジェット印刷による薄膜形成 )

図2.49  成分調整インク ) 図2.49  成分調整インク )

図2.50  インクジェット印刷装置による成分調整インクの打出し試験 ) 図2.50  インクジェット印刷装置による成分調整インクの打出し試験 )

正の電流 正の電流


